
  

 

 

 

仲間との絆、団結力を高めることのできた最高の体育大会              
秋の好天に恵まれて、全校生徒が躍動し、素晴らしい体

育大会にすることができました。団リーダー決めから始ま

り、結団式、学級や団での縦割り練習を通して、仲間の思

いに応えることの大切さを学びました。自ら考え、行動す

ることができた体育大会であったと思います。 

 体育大会の取組では、前期生徒会のスローガンである

「 創る ～１人１人を大切に～ 」の達成を目指して努力を

積み重ねてきました。毎日の日常生活を大事にすることが

体育大会の成功につながることを自覚して、努力を積み重

ねることができました。その成果が当日のひたむきに頑張る姿や仲間を応援する温かい拍

手によく表れていました。揖斐川中学校の生徒の素晴らしさは、３年生が最高学年として

のあるべき姿を示し、全校をリードできているところです。これからも上級生が自分たち

の頑張る姿で手本を示し、下級生を力強くリードして、よりよい揖斐川中学校を自分たち

の手で創り上げていくことを期待しています。 

当日は、早朝より多くの保護者の皆さんにご参観をいただき、たくさんの温かい応援を

いただきましたことに、深く感謝を申し上げます。本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

後期学校生活の充実に向けて さらなる飛躍を目指す１０月 

１０月には後期の生徒会役員選挙が実施されます。前期の締めくくりを行い、後期に向けて 

の目標を確かめ合い、さらなる飛躍を目指しての学校生活が始まります。飛躍には「発展して活

躍する」という意味が込められています。前期の生徒会活動をさらに発展させ、よりよい揖斐川

中を目指して、一人一人が活躍していくことを願っています。 

また、３年生高校1日入学(10/3)、２年生職場体験学習(10/18・19)と、進路に関わる学習も多

くなってきます。３年生は２学期末の進路選択に向けて、自分の目で高校での学校生活を見て学

ぶ機会となります。２年生は実際に働いてみえる方の話を直接聞いたり体験して考えたりするこ

とで、働くことの大切さや仕事へのやりがいなど多くのことを学んできます。自分の生き方を考

える上で、とても貴重な経験です。目標をもって高校１日入学や職場体験学習に臨み、進路につ

いて真剣に考え、自分の進路実現に向けてひたむきに努力できることを期待しています。 

揖斐川中だより 
 

 

令５年９月２９日 

揖斐川中学校 

第７号 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後期の出発に向けて 
 

中学生と町長が語る会 
 

命を守る訓練 
 

10 月 6 日（金）に、後期生徒会役員選挙を行い

ます。どの立候補者も揖斐川中学校を自分たちの

力でよりよいものにしていこうという意気込みを

感じる公約を掲げていて素敵です。投票日には、

自分たちの生活を高めていくため、自分の意志で

投票します。 

まもなく前期も締めくくりを迎えますが、後期 

も引き続き伝統の３本柱「自治の精神」「思いや 

りの心」「ひたむきな姿」を具現し、自分自身と 

集団の高まりを目指して頑張りぬく姿を期待して 

います。 

 9月 13 日（水）の午後、揖斐川町に在籍する

３年生と役場をオンラインで結んで町長と語る会

が行われました。今年度も、オンラインにより、

全員が参加し、提言者だけでなく誰でも自由に意

見を述べることができました。 

 今回の企画で、町長をはじめ揖斐川町をよりよ

い町にするために尽力されている方々と直接話せ

たことはもとより、町政に声を届ける方途を知る

とともに、要望の受け入 

れの判断は、担当する課 

とも連携して行うなど、 

日常では体験できない貴 

重な時間になりました。 

実現することを願います。 

 

8 月 30日（水）に、命を守る訓練を行いまし

た。今年は、「ＨＵＧ（避難所運営ゲーム）」と

いうカードゲームを体験しました。ＨＵＧは、

年齢や性別、家族の中の続柄などそれぞれの事

情が書かれた避難者カードを、避難所の体育館

や教室に見立てた平面図にどれだけ適切に配置

できるか、また避難所で起こる様々な出来事に

どう対応していくかを模擬体験するゲームで

す。   

生徒たちは、このゲームを通して地域のため

にできることを、受け身ではなく、主体的に考

えることができました。 

 

 

 

 

 

 

 


